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●
産
業
等
の
活
性
化
支
援
補
助
事
業

　

地
域
の
特
色
あ
る
産
業
資
源
を
活
用
し
た

新
品
種
・
新
製
品
の
開
発
や
初
期
段
階
の
販
売

促
進
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
関
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

・
新
品
種
・
新
製
品
開
発
、在
来
種
・
既
製
品

の
改
良
に
関
す
る
事
業

・
初
期
段
階
の
販
売
促
進
に
関
す
る
事
業

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に
関
す
る
事
業

・
産
学
官（
※
）・
異
業
種
連
携
に
よ
る
事
業

※
産
学
官
と
は
、民
間
業
者
と
大
学
な
ど
の
教

育
・
研
究
機
関
、
行
政
機
関
が
連
携
し
て
事

業
な
ど
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す

①
産
業
元
気
づ
く
り
事
業
補
助
金

〜
新
品
種
・
新
製
品
の
開
発
な
ど
を
支
援
〜

①
産
業
元
気
づ
く
り
事
業
補
助
金

〜
新
品
種
・
新
製
品
の
開
発
な
ど
を
支
援
〜

■
地
域
の
特
色
あ
る
産
業
資
源
の
定
義

　

地
域
の
特
色
あ
る
農
林
水
産
品
、
伝
統
的
工

芸
品
、
鉱
工
業
品
な
ど
、
地
域
の
強
み
と
な
り

得
る
産
業
資
源
を
広
く
い
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
農
林
水
産
業
を

営
む
団
体
や
中
小
企
業
者
な
ど
（
納
税
が
良
好

で
あ
る
こ
と
）

■
補
助
限
度
額　

50
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
25
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
24
年
10
月
末
ま
で

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
選
考　

審
査
委
員
会（
次
ペ
ー
ジ「
★
選
考
」

参
照
）

■
問
合
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

　

農
林
水
産
課
水
産
振
興
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
４
２
）

　

取
引
先
の
新
規
開
拓
や
広
域
的
な
受
発
注

機
会
を
確
保
す
る
た
め
、市
外
で
開
催
さ
れ
る

産
業
見
本
市
な
ど
へ
の
出
展
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
販
売
が
主
目
的
と
な
る
物
産
展
な

ど
は
補
助
対
象
外
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

　

（
納
税
が
良
好
で
あ
る
こ
と
）

②
産
業
見
本
市
等
出
展
事
業
補
助
金

〜
展
示
会
・
見
本
市
な
ど
へ
の
参
加
支
援
〜

②
産
業
見
本
市
等
出
展
事
業
補
助
金

〜
展
示
会
・
見
本
市
な
ど
へ
の
参
加
支
援
〜

■
補
助
限
度
額　

30
万
円

■
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
25
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
24
年
10
月
末
ま
で

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
問
合
せ

　

商
工
観
光
課
雇
用
促
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
４
）

　

に
ぎ
わ
い
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、商
工
団
体
な
ど
が
行
う
商
店
街
活
性

化
事
業
に
対
し
て
、経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

③
商
店
街
賑
わ
い
創
出
支
援
事
業
補
助
金

〜
商
店
街
の
活
性
化
支
援
〜

③
商
店
街
賑
わ
い
創
出
支
援
事
業
補
助
金

〜
商
店
街
の
活
性
化
支
援
〜

■
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
事
業
の
創
出
を
支
援

　

市
で
は
、こ
れ
か
ら
の
村
上
市
の
産
業
を
担
う
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
品
種
や
新
製
品
な
ど
の
開
発
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

構
築
、販
路
拡
大
、観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、産
業
等
の
活
性
化
支
援
補
助
制
度
を
紹
介
、募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
等
の
活
性
化
支
援
補
助

平
成
25
年
度　

事
業
計
画
を
募
集
！
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■
補
助
対
象
事
業

・
販
売
促
進
事
業

・
空
き
店
舗
活
用
賑
わ
い
支
援
事
業

・
観
光
事
業
と
連
携
し
た
誘
客
促
進
事
業

・
賑
わ
い
創
出
事
業

・
研
修
調
査
事
業

・
国
・
県
の
補
助
事
業（
市
の
補
助
が
対
象
要

件
）

■
補
助
対
象
者

　

市
内
の
商
工
団
体
な
ど

■
補
助
限
度
額

　

10
万
円
〜
30
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
25
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
24
年
10
月
末
ま
で

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
選
考　

審
査
委
員
会（
下
記「
★
選
考
」参
照
）

■
問
合
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

　

商
工
団
体
な
ど
が
行
う
商
店
街
の
環
境
整

備
事
業
に
対
し
て
、経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

■
補
助
対
象
事
業

・
装
飾
街
路
灯
の
整
備
事
業

・
特
殊
舗
装
の
整
備
事
業

・
環
境
・
省
エ
ネ
ま
た
は
地
域
文
化
に
配
慮
し

④
商
店
街
環
境
施
設
整
備
事
業
補
助
金

〜
商
店
街
の
環
境
整
備
を
支
援
〜

④
商
店
街
環
境
施
設
整
備
事
業
補
助
金

〜
商
店
街
の
環
境
整
備
を
支
援
〜

た
施
設
の
整
備
事
業

・
国
・
県
の
補
助
事
業
（
市
の
補
助
が
対
象
要

件
）

■
補
助
対
象
者

　

市
内
の
商
店
街
団
体

■
補
助
限
度
額

　

１
０
０
万
円
〜
１
５
０
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
25
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
24
年
10
月
末
ま
で

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
問
合
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

　

地
域
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た

新
規
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
事
業

　

観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業

■
地
域
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
と
は

　

地
域
の
生
活
、自
然
、歴
史
、伝
統
、文
化
、産

業
そ
の
他
の
観
光
の
振
興
に
資
す
る
資
源
で
、

地
域
の
強
み
と
な
り
得
る
資
源
を
広
く
い
い

ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
組
織
す
る
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
な
ど
の
団
体

⑤
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金

〜
観
光
資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
〜

⑤
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
補
助
金

〜
観
光
資
源
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
〜

■
補
助
限
度
額　

50
万
円

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
平
成
25
年
度
事
業
の
募
集
期
間

　

平
成
24
年
10
月
末
ま
で

■
事
前
計
画
書
な
ど
の
提
出
時
期

　

募
集
期
間
内
に
提
出

■
選
考　

審
査
委
員
会（
下
記「
★
選
考
」参
照
）

■
問
合
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
１
）

　

中
小
企
業
大
学
校
で
の
平
成
24
年
研
修
受

講
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

村
上
商
工
会
議
所
と
市
内
４
商
工
会
が
窓

口
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
の
中
小
企
業
者

　

※
１
中
小
企
業
者
に
つ
き
２
人
ま
で

■
補
助
限
度
額

　

１
人
に
つ
き
１
万
円
限
度

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

※
「
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
は
平

成
24
年
度
の
研
修
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
受

講
後
の
申
請
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
早

め
に
中
小
企
業
大
学
校
の
研
修
内
容
な
ど

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
計
画
書
な
ど
の
提

出
先
は
村
上
商
工
会
議
所
、
ま
た
は
商
工
会

で
す

⑥
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金

⑥
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業
補
助
金

■
問
合
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
３
）

★
選
考

　

村
上
市
産
業
等
の
活
性
化
事
業
審
査
委
員

会
で
評
価
基
準
（
新
規
性
、
独
自
性
、
発
展
性
、

実
現
性
、社
会
貢
献
性
）に
よ
り
、補
助
対
象
事

業
を
認
定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
補
助
金
交
付
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参　

考

�

■
平
成
24
年
度
の
補
助
対
象
事
業

　

産
業
元
気
づ
く
り
事
業

　

�「
藤
井
漆
工
㈱
・
伝
統
的
工
芸
品
同
士
の
組

み
合
わ
せ
」

　

�「
㈲
村
恭
・
米
粉
を
活
用
し
た
洋
菓
子
づ
く

り
」

　

観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業

　

�「
瀬
波
温
泉
花
火
大
会
実
行
委
員
会
・
瀬
波

温
泉
で
の
花
火
打
ち
上
げ
に
よ
る
観
光
振

興
」

　

�「
村
上
商
工
会
議
所
青
年
部
・
い
い
ね
っ
か

村
上
に
お
け
る
観
光
誘
客
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
促
進
」
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「児童手当」について
　４月より、名称が「子ども手当」から「児童手当」に変わりました。子ども手当を受給されている人は継
続して受給できます。名称が変わったことに伴う手続きはありませんが、６月に「現況届」の提出が必要で
す。（５月末頃から６月上旬に発送予定）
　また、６月分（10月に支給）以降の手当から新たに所得制限が導入されます。制限額など所得制限の詳細
については市報６月１日号でお知らせします。
■手当の概要

子ども手当（平成24年３月まで） 児童手当（平成24年４月から）
対象児童 中学校修了まで（15歳到達後の最初の３月31日まで）
受給者 子どもを養育している父母などのうち、生計の中心となる人

支給額
（子ども１人につき）

・３歳未満　月額15,000円
・３歳以上〜小学校修了前
　　月額10,000円（第３子以降は15,000円）
・中学生　　月額10,000円

①所得制限額を超えない人
同　左

②所得制限額を超える人　（６月分以降）
　　一律　月額5,000円

※�第１子、第２子、第３子などの数え方は、18歳到達後の最初の３月31日までの間
にある児童の出生順です。

支給時期 ６月・10月・２月の年３回　（いずれも、それぞれ前月分までを支給）

子ども手当特別措置法分（平成23年10月～３月まで）の請求をしていない人へ
　請求期限が平成24年３月31日から平成24年９月30日までに延長されました。
　平成23年10月１日時点で子ども手当の受給資格を満たす人で、まだ手当の請求をしていない人は、平成
24年９月30日までに請求すれば、平成23年10月分からの子ども手当を受け取ることができます。忘れずに
請求してください。
※�平成23年10月以降に転入・出生などで新たに受給資格を満たすことになった場合は、請求した翌月の分
からの支給となります

●問合せ　福祉課子育て支援室　☎53－2111（内線246）

　

合
併
後
、２
回
目
と
な
る
市
長
選
挙
お
よ
び
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
４
月
15
日
㈰
に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、

市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
長
選
挙
で
は
、
大
滝
市
長
が
再
選
を
果
た
し
、
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
で
は
、現
職
、前
職
、新
人
を
含
め
た
新
た
な

顔
ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
は
、
市
内
84
カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
投
票
率
は
、

市
長
選
挙
が
74
・
31
パ
ー
セ
ン
ト
、市
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
74
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。午
後
９
時
15
分
か
ら
神
林

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
開
票
作
業
は
、各
候
補
の
支
持
者

が
大
勢
見
守
る
中
、市
長
選
挙
は
４
月
16
日
㈪
午
前
０
時
15

分
に
、市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
同
午
前
１
時
30
分
に
確
定

し
ま
し
た
。

村
上
市
議
会
議
員【
26
人
】　

（
得
票
順
に
掲
載
・
敬
称
略
）

姫
路　

敏	

（
瀬
波
浜
町
）

渡
辺　

昌
ま
さ
る	

（
塩
野
町
）

大
滝　

国く
に
よ
し吉	

（
山
熊
田
）

板
垣　

一か
ず
の
り徳	

（
大
毎
）

板
垣　

千
代
子	

（
中
原
）

佐
藤　

重し
げ
よ
う陽	

（
上
町
）

竹
内　

喜き

よ

つ

ぐ

代
嗣	

（
新
飯
田
）

川
崎　

健
二	

（
北
新
保
）

三さ

ん

た田　

敏
秋	

（
長
政
）

木
村　

貞
雄	

（
七
湊
）

大
滝　

久
志	

（
北
中
）

鈴
木　

い
せ
子	

（
中
原
）

冨
樫　

宇う

榮え

い

ち一	

（
下
鍜
冶
屋
）

相
馬　

エ
イ	
（
飯
野
桜
ヶ
丘
）

平
山　

耕こ
う	

（
七
湊
）

齋
藤　

信
一
郎	

（
上
野
）

山
田　

勉	

（
坂
町
）

小
池　

晃	

（
笹
平
）

小
林　

重
じ
ゅ
う
へ
い平	

（
海
老
江
）

片
野　

鉄
雄	

（
鍛
冶
町
）

本
間　

清き
よ
ひ
と人	

（
南
町
二
丁
目
）

尾
形　

修
平	

（
泉
町
）

川
村　

敏
晴	

（
荒
島
）

小
杉　

和
也	

（
長
井
町
）

滝
沢　

武た

け

し司	

（
飯
野
二
丁
目
）

長
谷
川　

孝	

（
岩
船
下
浜
町
）

選挙の翌日に登庁し、市職員を前に訓示を

する大滝市長

村
上
市
長
選
挙
・
村
上
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

市
長
・
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
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　今年度の狂犬病集合予防注射は４月から村上・荒川地区で実施していますが、神林・山北・朝日地区は５

月に行いますので、忘れずに受けさせてください。

　なお、村上・荒川地区にお住まいでまだ注射を受けさせていない飼い主の人は、どの会場でも受けられま

すので、必ず受けさせてください。

神林・山北・朝日地区の狂犬病集合予防注射は５月です

○神林地区
日にち 注　射　会　場 時　間

５月８日㈫

上助渕コミュニティセンター前 ９:30〜10:10

有明集落開発センター前 10:20〜10:50

桃川公会堂前 11:00〜11:35

神林支所車庫前 13:00〜13:45

５月９日㈬

川部集落開発センター前 ９:40〜10:10

平林ふれあいセンター前 10:20〜10:50

牛屋公民館前 11:00〜11:30

塩谷中央公民館前 13:00〜13:20

塩谷上地区集会所前 13:25〜13:30

塩谷松和町集会所前 13:35〜13:55

福田集落開発センター前 14:00〜14:15

北新保農業拠点施設前 14:20〜14:40

○山北地区
日にち 注　射　会　場 時　間

５月15日㈫

大沢集落入口 ９:30〜９:40

大毎満願寺前バス停 ９:50〜10:15

北中生活改善センター前 10:20〜10:45

荒川ふるさと会館前 10:55〜11:05

中津原集落開発センター前 11:20〜11:30

下大鳥ふれあいセンター前 11:35〜11:45

板屋沢集落開発センター前 13:20〜13:30

寒川運送資材置場（勝木） 13:40〜14:10

山北支所前 14:25〜15:00

５月16日㈬

伊呉野消防ポンプ格納庫前 ９:35〜９:40

中浜農村研修センター前 ９:45〜９:55

岩崎ふれあいセンター前 10:00〜10:20

小俣集落センター前 10:40〜10:50

雷ふるさと会館前 11:10〜11:20

朴平バス停前 13:30〜13:40

中継集落公民館前 13:50〜14:00

山熊田集落入口 14:20〜14:30

５月17日㈭

桑川生活改善センター前 ９:25〜９:45

笹川集落国道沿い駐車場 ９:55〜10:00

板貝集落開発センター前 10:10〜10:20

寒川集落センター前 10:35〜11:00

寝屋集落開発センター前 11:15〜11:45

温出農村研修センター前 13:30〜14:00

山北支所前 14:10〜15:00

○朝日地区
日にち 注　射　会　場 時　間

５月29日㈫

下新保公会堂前 ９:00〜９:20

岩沢ふれあいセンター前 ９:30〜９:50

中原集落センター前 10:00〜10:20

朝日中野公会堂前 10:30〜10:40

薦川集落開発センター前 10:50〜11:00

黒田集会施設前 11:15〜11:30

関口診療所前 11:40〜11:50

北大平集落センター前 13:10〜13:20

高根区民会館前 13:30〜14:00

５月30日㈬

宮ノ下消防置場前 ９:00〜９:20

猿沢コミュニティセンター前 ９:30〜10:00

桧原公会堂前 10:10〜10:40

板屋越地区集落センター前 10:45〜11:00

早稲田研修センター前 11:10〜11:30

塩野町後楽会館前 11:35〜11:50

大須戸担い手センター前 13:10〜13:35

蒲萄ふれあいセンター前 13:50〜14:00

荒沢ふれあいセンター前 14:20〜14:30

５月31日㈭

JA北部営農センター内　米倉庫裏 ９:00〜９:40

大場沢多目的研修集会施設前 ９:50〜10:05

瑞雲担い手センター前 10:20〜10:30

小揚・土橋脇 10:40〜10:50

石住集落開発センター前 11:10〜11:20

布部集会施設前 11:30〜11:50

千縄集会施設前 13:30〜13:40

岩崩地区集会施設前 13:50〜14:00

渡部警察犬訓練所前 14:25〜14:40

■集合注射の手数料（犬１頭につき）
　・登録済み　3,100円
　　（注射済票交付手数料＋注射料）
　・新規登録　6,100円
　　（登録料＋注射済票交付手数料＋注射料）
■�飼い主や登録事項の変更、犬が死亡、行方不明の
場合
　�環境課または各支所市民生活課へ届け出が必要で
す。
●問合せ
　・環境課生活環境室（☎53－2111　内線272）
　・神林支所　市民生活課　市民生活室
　　（☎66－6112　直通）
　・山北支所　市民生活課　市民生活室
　　（☎77－3112　直通）
　・朝日支所　市民生活課　市民生活室
　　（☎72－6885　直通）
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■�

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平
成
24

年
〜
26
年
）を
策
定

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、３

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、３
年
間
に
見
込
ま
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
を
推
計
し
、介

護
保
険
料
の
算
出
作
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で

の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
算
出
方
法

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
全
体
の
内
、原
則

と
し
て
１
割
は
利
用
者
の
負
担
で
、９

割
が
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

②
９
割
の
介
護
保
険
給
付
費
の
21
％
に

つ
い
て
は
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保

険
料
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
お
り
、65
歳

以
上
の
高
齢
者
数
お
よ
び
所
得
段
階

別
の
人
数
か
ら
１
人
当
た
り
の
基
準

額
を
算
出
し
ま
し
た
。

③
そ
の
基
準
額
を
も
と
に
、６
つ
の
所
得

段
階
別
に
保
険
料
額
を
決
定
し
ま
し

た
。

■
保
険
料
が
変
更
と
な
る
主
な
理
由

①
要
介
護
認
定
者
数
と
受
給
者
数
お
よ

び
給
付
費
が
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
②
給
付
費
に
占
め
る
介
護
保
険
料
で
の

負
担
割
合
を
20
％
か
ら
21
％
に
引
き

上
げ
る
法
律
の
改
正
が
行
わ
れ
た
こ

と
③
市
で
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
者
の
解
消
を
図
る
た
め
、地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
小
規
模
特

養
）
の
整
備
と
、
在
宅
で
の
介
護
が
困

難
な
要
介
護
者
な
ど
へ
の
サ
ー
ビ
ス

体
制
強
化
の
た
め
、認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
施
設
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
給
付

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

■
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
お
さ
え
る
た

め
に

　

介
護
保
険
料
の
上
昇
傾
向
は
今
後
も

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

続
く
こ
と

が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

市
で
は
、

介
護
を
受

け
ず
に
暮

ら
せ
る
よ

う
、
今
後

も
介
護
予
防
事
業
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
健
康
に
対
す
る
心
構
え

が
大
切
で
す
。

■
平
成
24
年
度
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

７
月
中
旬
に「
介
護
保
険
料
額
決
定
の

お
知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、７
月
以
降
に
65
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
人
に
は
、誕
生
日
の
翌
月
に
送
付

し
ま
す
。通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

介護サービス費用全体

介護保険からの給付費
(９割)

利用者
負担

(原則とし
て１割)

給付費
の内訳 国

保険料　50% 公費　50％

県 市
65歳以上の
人の保険料
21％

40 ～ 64歳の
人の保険料
29％
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●問合せ
　介護保険制度について　　　　　　　介護高齢課介護保険室　☎53－2111（内線361〜363）
　介護保険料の通知、納め方について　税務課保険税係　☎53－2111（内線223・224）

地域密着型サービス事業所の事業者を公募します
　平成24年度中に、市内で地域密着型介護老人福祉施設（※）を開設する事業者を公募します。
事業所数　　１事業所　（定員29人以下）
対　　象　　次のいずれかに該当する事業者が対象となります。

　　　　　　・村上市、胎内市、新発田市に所在する社会福祉法人であること

　　　　　　・�市内に介護保険サービス事業所が有り、それを運営する法人、またはその関連する法人
が、社会福祉法人格を有していること

　　　　　　※�ただし、地域密着型サービス事業に対して十分な知識と資力を有し、介護保険法に規定さ
れている事業者の欠格事由に該当しないこと

公募期間　　平成24年５月１日㈫～５月31日㈭
申し込み　　・所定の申請書に必要事項を記入して直接申し込んでください。

　　　　　　・�申請書類は、市ホームページからダウンロードできます。（市ホームページトップの目的
別メニュー「介護」をご覧ください。）

そ の 他　　・�公募期間後に、事前協議を行います。また応募が複数あった場合は、書類審査により選定
した事業者と行います。

※�地域密着型介護老人福祉施設とは、生活介護サービスを受けられる定員が29人以下の特別養護老人ホー
ムのことをいいます

●問合せ・申し込み　介護高齢課介護保険室　☎53－2111（内線361）

65歳以上の人の介護保険料
●平成23年度
所得
段階

年間の保険料額
（一月あたり）

第１
段階

25,200円
（2,100円）

第２
段階

25,200円
（2,100円）

第３
段階

37,800円
（3,150円）

第４
段階

50,400円
（4,200円）

第５
段階

63,000円
（5,250円）

第６
段階

75,600円
（6,300円）

●平成24年度～26年度
所得
段階

対　象　者 保険料率
年間の保険料額
（一月あたり）

第１
段階

生活保護や老齢福祉年金の受給
者で、世帯全員が市・県民税非課
税の人

基準額
×0.5

31,800円
（2,650円）

第２
段階

本人および世帯全員が市・県民税非
課税で、前年の「課税年金収入額＋
合計所得金額」が80万円以下の人

基準額
×0.5

31,800円
（2,650円）

第３
段階

本人および世帯全員が市・県民税
非課税で、前年の「課税年金収入
額＋合計所得金額」が80万円を超
える人

基準額
×0.75

47,700円
（3,975円）

第４
段階

本人が市・県民税非課税で、世帯
に市・県民税課税者がいる人

基準額
63,600円
（5,300円）

第５
段階

本人が市・県民税課税で、前年の
合計所得金額が190万円未満の人

基準額
×1.25

79,500円
（6,625円）

第６
段階

本人が市・県民税課税で、前年の
合計所得金額が190万円以上の人

基準額
×1.5

95,400円
（7,950円）



2012.5.1　　�

【
課
長
・
参
事
級 
21
人
】

▼
総
務
課
長　

大
滝
和
春
▼
政
策
推

進
課
長　

斎
藤
甲
三
▼
自
治
振
興
課

長（
自
治
振
興
室
長
事
務
取
扱
）　

佐

藤
憲
昭
＝
昇
任
＝
▼
環
境
課
長　

本

間
誠
一
▼
保
健
医
療
課
長　

林
与
市

次
▼
農
林
水
産
課
長　

瀬
賀
功
▼
商

工
観
光
課
長　

田
嶋
雄
洋
▼
村
上
水

道
事
務
所
参
事　

奈
良
橋
渉
▼
荒
川

支
所
地
域
福
祉
課
長
（
保
健
室
長
事

務
取
扱
）　

木
村
建
吉
＝
昇
任
＝
▼

荒
川
支
所
産
業
建
設
課
長
（
建
設
管

理
室
長
事
務
取
扱
）　

渡
辺
正
信
▼

神
林
支
所
長
（
地
域
振
興
課
長
兼
務
）

　

板
垣
裕
▼
神
林
支
所
地
域
福
祉
課

長（
保
健
室
長
事
務
取
扱
）　

冨
樫
孝

平
▼
神
林
支
所
産
業
建
設
課
長　

東

海
林
則
雄
▼
朝
日
支
所
長
（
地
域
振

興
課
長
兼
務
）　

増
子
要
作
▼
朝
日

支
所
地
域
福
祉
課
長
（
保
健
室
長
事

務
取
扱
）　

本
間
清
＝
昇
任
＝
▼
山

北
支
所
長（
地
域
振
興
課
長
兼
務
）　

斎
藤
寿
昭
▼
山
北
支
所
市
民
生
活
課

長（
市
民
生
活
室
長
事
務
取
扱
）　

大

滝
一
芳
＝
昇
任
＝
▼
山
北
支
所
地
域

福
祉
課
長（
福
祉
室
長
事
務
取
扱
）　

齋
藤
泰
輝
▼
山
北
支
所
産
業
建
設
課

長（
建
設
管
理
室
長
事
務
取
扱
）　

増

子
和
治
＝
昇
任
＝
▼
学
校
教
育
課
長

　

板
垣
圭
▼
学
校
教
育
課
管
理
主
事

　

鈴
木
正
美
▼
農
業
委
員
会
事
務
局

長　

遠
山
昭
一
▼
監
査
委
員
会
事
務

局
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

兼
務
）　

加
藤
正
志

【
課
長
補
佐
級 

21
人
】

▼
総
務
課
総
務
・
危
機
管
理
室
長　

山
田
和
浩
▼
政
策
推
進
課
情
報
化
推

進
室
長　

板
垣
喜
美
男
＝
昇
任
＝
▼

税
務
課
収
納
対
策
室
長　

木
村
正
夫

▼
環
境
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
長

　

中
山
明
▼
環
境
課
生
活
環
境
室
長

　

小
池
寿
夫
▼
環
境
課
ご
み
処
理
場

建
設
準
備
室
長　

東
海
林
豊
＝
昇
任

＝
▼
環
境
課
ご
み
処
理
場
長　

布
施

隆
▼
保
健
医
療
課
国
保
室
長　

加
藤

良
成
＝
昇
任
＝
▼
介
護
高
齢
課
老
人

ホ
ー
ム
長　

山
脇
繁
実
▼
福
祉
課
福

祉
政
策
室
長　

長
研
一
▼
福
祉
課
精

神
障
害
者
通
所
授
産
施
設
や
ま
び
こ

の
家
所
長　

相
馬
啓
子
＝
昇
任
＝
▼

都
市
整
備
課
計
画
室
長　

早
川
明
男

▼
会
計
課
会
計
室
長　

中
村
る
み
子

＝
昇
任
＝
▼
荒
川
支
所
産
業
建
設
課

産
業
観
光
室
長　

鈴
木
清
＝
昇
任
＝

▼
山
北
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興

室
長　

富
樫
一
男
＝
昇
任
＝
▼
山
北

支
所
地
域
振
興
課
総
務
管
理
室
長　

五
十
嵐
好
勝
＝
昇
任
＝
▼
山
北
支
所

産
業
建
設
課
産
業
観
光
室
長　

斎
藤

一
博
＝
昇
任
＝
▼
村
上
教
育
事
務
所

長　

川
内
榮
子
▼
荒
川
教
育
事
務
所

長　

大
滝
清
考
▼
神
林
教
育
事
務
所

長　

長
柄
知
子
＝
昇
任
＝
▼
山
北
教

育
事
務
所
長　

横
山
政
信

【
新
採
用
者 

16
人
】

▼
政
策
推
進
課
主
事　

伊
藤
恵
理
香

▼
税
務
課
主
事　

土
屋
歩
▼
同　

石

田
惇
哉
▼
市
民
課
主
事　

米
森
春
花

▼
保
健
医
療
課
保
健
師　

石
栗
美
穂

▼
農
林
水
産
課
主
事　

園
部
清
貴
▼

都
市
整
備
課
主
事　

相
馬
平
▼
学
校

教
育
課
主
事　

加
藤
匠
▼
生
涯
学
習

課
主
事　

小
田
浩
太
朗
▼
福
祉
課
保

育
士　

川
村
友
美
▼
同　

石
田
梨
奈

▼
同　

長
谷
川
彩
▼
同　

中
山
美
央

子
▼
消
防
本
部
総
務
課
消
防
士　

佐

藤
歩
▼
同　

佐
藤
崇
文
▼
同　

嶋
村

竹
弘

【
退
職
者 

47
人
】（
職
名
は
退
職
時
）

（
課
長
級
）

▼
政
策
推
進
課
長　

相
馬
正
喜
▼
自

治
振
興
課
長　

板
垣
純
一
▼
保
健
医

療
課
長　

遠
山
た
つ
▼
神
林
支
所
長

（
地
域
振
興
課
長
兼
務
）　

斎
藤
敏
夫

▼
山
北
支
所
長
（
地
域
振
興
課
長
兼

務
）　

斎
藤
誠
▼
荒
川
支
所
地
域
福

祉
課
長（
保
健
室
長
事
務
取
扱
）　

後

藤
智
秀
▼
荒
川
支
所
産
業
建
設
課
長

　

須
貝
隆
▼
山
北
支
所
地
域
福
祉
課

長（
福
祉
室
長
事
務
取
扱
）　

菅
原
義

栄
▼
山
北
支
所
産
業
建
設
課
長
（
産

業
観
光
室
長
事
務
取
扱
）　

佐
藤
庄

一
郎
▼
学
校
教
育
課
管
理
主
事　

平

山
浩（
県
教
委
へ
）

（
課
長
補
佐
級
）

▼
環
境
課
ご
み
処
理
場
長　

佐
藤
孝

志
▼
介
護
高
齢
課
老
人
ホ
ー
ム
長　

八
藤
後
清
▼
神
林
教
育
事
務
所
長　

坂
川
秀
雄
▼
消
防
本
部
消
防
署
神
林

分
署
長　

渡
辺
克
己

（
副
参
事
・
係
長
級
）

▼
神
林
支
所
地
域
福
祉
課
副
参
事　

石
山
よ
み
子
▼
山
北
支
所
地
域
振
興

課
副
参
事　

菅
原
光
春
▼
山
北
支
所

産
業
建
設
課
副
参
事　

渡
辺
幸
雄
▼

同　

田
宮
竹
次
郎
▼
村
上
教
育
事
務

所
副
参
事　

竹
内
英
治
▼
農
業
委
員

会
事
務
局
副
参
事　

久
津
美
寛
治
▼

監
査
委
員
事
務
局
副
参
事　

渡
邉
邦

彦
▼
福
祉
課
第
二
保
育
園
長　

髙
橋

美
穂
子
▼
同
山
辺
里
保
育
園
長　

佐

藤
由
美
子
▼
同
荒
島
保
育
園
長　

榎

本
可
世
子
▼
同
山
北
に
じ
い
ろ
保
育

園
長　

斎
藤
勝
子
▼
同
第
一
保
育
園

長　

楠
田
田
鶴
子
▼
同
岩
船
保
育
園

長　

伊
與
部
英
子
▼
同
上
海
府
保
育

園
長　

横
山
祥
子
▼
同
坂
町
保
育
園

長　

山
田
キ
ヨ
子
▼
同
向
ヶ
丘
保
育

園
長　

斎
藤
幸
子
▼
同
三
面
保
育
園

長　

板
垣
ツ
ヤ
子
▼
同
山
北
お
お
ぞ

ら
保
育
園
長　

渡
辺
孝
子
▼
総
務
課

付
係
長　

高
橋
美
枝
子
▼
消
防
本
部

消
防
署
神
林
分
署
主
任　

佐
藤
英
穂

▼
同
関
川
分
署
主
任　

横
山
一
司

（
一
般
職
員
）

▼
保
健
医
療
課
主
査　

淺
野
八
十
悦

▼
福
祉
課
主
査　

渡
辺
英
美
子
▼
同

　

小
田
敏
子
▼
同　

五
十
嵐
清
子
▼

福
祉
課
主
任　

鈴
木
亜
紀
子
▼
環
境

課
技
能
員　

中
山
和
彦
▼
福
祉
課
技

能
員　

鬼
原
誘
子
▼
同　

小
田
喜
恵

子
▼
同　

本
保
る
い
子
▼
商
工
観
光

課
技
能
員　

島
田
道
子
▼
荒
川
支
所

地
域
振
興
課
技
能
員　

冨
樫
守
雄
▼

朝
日
支
所
地
域
振
興
課
技
能
員　

本

間
利
一
▼
学
校
教
育
課
技
能
員　

中

山
信
子

４
月
１
日
か
ら

組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

［
室
の
新
設
］

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室（
環
境
課
）

市
役
所
職
員
の
人
事
異
動

（
課
長
、
課
長
補
佐
級
の
異
動
者
、
新
採
用
者
、
退
職
者
）

４
月
１
日
付
け
（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
け
）
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■外国人住民にも住民票が作成されます
　今年７月に改正住民基本台帳法が施行され、日本の国籍を有しない外国人住民が、住民基本台帳法の適用

対象に加えられることになります。

　これにより、外国人住民にも住民票が作成され、日本人住民と外国人住民の住民票が世帯ごとに編成され

た住民基本台帳が作成されることになります。

■外国人住民にとって利便性が向上します
　○�　日本人と外国人とで構成される世帯
の全員が記載された証明書（住民票の

写し）の発行ができるようになります。

　○�　住所変更の届け出により、国民健康
保険などの各種行政サービスの届け出

との一本化が図られ、手続きが簡素化

されます。

　○�　在留資格や在留期間の変更につい
て、従来は地方入国管理局と市役所の

両方に必要だった届け出が、地方入国管理局のみで済みます。

※�詳細については、総務省外国人住民基本台帳室のホームページに、日本語や英語など６言語に翻訳したポ
スター、リーフレットのデータ（PDFファイル）が掲載されていますので、ご覧ください
　�なお、今月中に、外国人住民の方に仮住民票を作成し、その内容をご本人に通知しますので、ご確認ください
●問合せ　市民課市民年金室　☎53－2111（内線282）

入国

空港等
地方入管局

市町村A

市町村B

外国人

・上陸許可
・在留カード交付

上陸審査

・氏名等の変更の届出
・在留資格の変更
・在留期間の更新

在留カード等の提示 ※法務大臣から通知

※住民地に係る通知等

転入通知

転入

転出・転入国民健
康保険

《改正後イメージ》

国民
年金

住民基本台帳

介護
保険

日本人 外国人

住基台帳

外国人住民の住民基本台帳制度がスタートします外国人の皆さんへ

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

市
で
は
、市
内
の
商
店
や
事
務
所
、事
業
所
な
ど
に
参
加
を
い
た
だ
き
、「
街
中
お
年
寄
り
愛
所
」

と
い
う
高
齢
者
の
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
始
め
ま
す
。商
店
や
事
業
所
に
、高
齢
者

の
た
め
に
５
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
お
年
寄
り
の
た
め
の
支
援
を
行
う
サ
ポ
ー

タ
ー
事
業
所
や
店
舗
を
市
が
認
定
す
る
制
度
を
始
め
る
も
の
で
す
。認
定
店
舗
や
事
業
所
に
は
、左

の

特
製
ス
テ
ッ
カ
ー 

を
差
し
上
げ
ま
す
。

街
中
お
年
寄
り
愛
所
の

　
　
　
　
　

５
つ
の
支
援
協
力

①
お
年
寄
り
の
た
め
に
、ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と

休
み
場
所
や
高
齢
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
）
ス
ペ
ー
ス
の

提
供

②
簡
単
な
生
活
相
談
や
市
役
所
な
ど
と
の
橋

渡
し
支
援 街

中
お
年
寄
り

所
愛

ま
ち
な
か

と
し

よ

あ
い

じ
ょ

協
力
店
舗
・
事
業
所

大
募
集
!!

大
募
集
!!

③
緊
急
時
、お
年
寄
り
の
保
護
と
関
係
機
関
へ

の
連
絡
支
援

④
認
知
症
高
齢
者
等
の
行
方
不
明
な
ど
に
情

報
提
供
や
捜
索
協
力

⑤
高
齢
者
支
え
合
い
の
た
め
の
研
修
へ
の
参

加
問 

介
護
高
齢
課
高
齢
福
祉
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
６
８
）
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障がいのある人が安心して暮らせるために
　市では、障がいのある人とない人が、共に安心して過ごせる暮らしやすいまちづくりを目指し
て、次のことを行っています。

第２次村上市障がい者計画・第３期村上市障がい福祉計画を策定し、福祉
施策の充実に取り組んでいます
　この計画は、市における障がい者福祉施策を推進するための指針として、また、障がい福祉サー
ビスの一層の充実を目指して策定したものです。
　障がいのある人が住み慣れた地域の中で安心して暮らしつづけることができるよう「安心の暮
らしで、みんながその個性に応じてつくりあげる思いやりと支え合いのまち」を基本理念に掲げて
います。
　この基本理念を実現するため、雇用・就労支援や社会への参加促進、障がい発生の予防など８つ
の主要な施策を掲げ、福祉サービスの充実と体制の整備などに取り組んでいます。
　この計画の内容については、市のホームページからダウンロードできますので、ご覧ください。

村上・岩船地域自立支援協議会を開催しています
　障がい者団体や福祉施設、教育機関などの関係者が集まり「村上・岩船地域自立支援協議会」を
開催しています。
　この協議会は、村上市、関川村、粟島浦村が共同で設置しているもので、障がいのある人やその
ご家族のさまざまな悩みごとの中から、地域における課題を見いだして解決を図っていくための
組織です。

障がいに関するご相談は「相談支援事業所」で受け付けています
　次の相談支援事業所は、障がいのある人やご家族からの相談に応じて、情報提供や福祉サービス
の提供と利用支援、関係機関との調整を行う窓口です。お気軽にご相談ください。

相談支援事業　浦田の里
　（身体障がい、知的障がい）
　ところ：村上市岩船231－1
　電話：53－3673
　受付日：月〜金曜日
　受付時間：午前９時〜午後５時

地域生活支援センターはまなす
　（身体障がい、知的障がい、精神障がい）
　ところ：村上市瀬波中町10－1
　電話：50－7104
　受付日：金・土曜日を除く毎日
　受付時間：午前９時〜午後５時

●問合せ　福祉課福祉政策室　☎53－2111（内線245、247）

瀬波小学校
●

至笹川流れ

村上はまなす病院
●

地域生活支援センター
はまなす

529

瀬波温泉トンネル

村上市民
ふれあいセンター

●

浦田の里

臨時職員を募集します
　聴覚障がい者や言語障がい者の人との対応を手伝っていただける手話通訳のできる人を募集します。
●募集期間　5月7日㈪〜5月31日㈭
●雇用期間　7月1日〜平成25年3月31日まで（更新もあります。）
●募集人員　1人
●応募資格　手話通訳の経験があり、手話によるコミュニケーションがとれる人
●勤務時間　平日の午前9時〜午後4時
●業務内容　�社会福祉協議会の窓口での手話による相談や手続きなどの通訳、その他福祉に関する
　　　　　　事務補助
●待　　遇　日額6,000円（社会保険、通勤手当あり）
●勤 務 地　社会福祉協議会村上支所
問合せ　　社会福祉協議会村上支所　☎53－2111（内線126）



11　　2012.5.1

　

村
上
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
で
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
で
放
送
し
て
い
る「
歌
の
散

歩
道
」の
公
開
録
音
を
実
施
し
ま
す
。観
覧
を
希
望
す
る
人
は
、市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
と　
　

き　

６
月
29
日
㈮

　
　
　
　
　
　

【
開
場
】午
後
５
時　
　

【
開
演
】午
後
５
時
40
分

　
　
　
　
　
　

【
終
演
予
定
】午
後
７
時
40
分

●
と

こ

ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

●
出

演

者　

市
川
由
紀
乃
、野
口
五
郎
、瀬
川
瑛
子（
放
送
順
）

●
入

場

料　

無
料（
た
だ
し
、入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

●
申
し
込
み　

�

下
記
の
記
入
方
法
を
参
照
の
上
、「
郵
便
往
復
ハ
ガ
キ
」（
私
製
を
除
く
）
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

※�
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
人
全

員
に
、抽
選
の
結
果
を
返
信
用
裏
面
に
印
刷
し
て
お
送
り
し
ま
す
。当
選

さ
れ
た
人
に
は「
入
場
整
理
券
」（
１
枚
で
２
人
ま
で
入
場
可
。１
歳
の
お

子
さ
ん
か
ら
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

当
日
、忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　

※
返
信
用
裏
面
は
、白
紙
の
ま
ま
投
函
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
締
め
切
り　

６
月
８
日
㈮　

必
着

●
放
送
日（
予
定
）　

７
月
９
日
㈪
、10
日
㈫
、11
日
㈬

　
　
　
　
　
　

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
５
分
〜
午
後
２
時
35
分

●
そ
の
他　
　

�　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
の
転
売
を
目
的
と
し
た
申
し

込
み
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

�　

応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、結
果
連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「歌の散歩道」公開録音

観覧者を募集します

市川由紀乃

野口五郎

瀬川瑛子

問合せ先　　ＮＨＫ新潟放送局「歌の散歩道」係　☎025－230－1682（テープ案内）
　　　　　　村上市民ふれあいセンター　☎52－0201（午前９時〜午後５時）

郵便番号

返信
（お申込みの方の）

ご住所
お名前

（お申込みの方の）
郵便番号
ご住所
お名前
電話番号

（返信用表面） （往信用裏面）

〒958-0000

往信
村上市岩船3270番地

村上市民ふれあいセンター
「NHK歌の散歩道」係

何も記入しないでください

（往信用表面） （返信用裏面）

郵 便 往 復 ハ ガ キ の 記 入 方 法

ＮＨＫラジオ第一
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お役立ち　

くらしの情報⑲
危険！
　　肥料用消石灰で失明

　肥料用消石灰をバケツに入れ、手

に持って畑に散布しているときに

転倒した。

　その際、バケツに入っていた肥料

用消石灰をかぶり、消石灰が両目に

入ってしまった。

　入院し、治療を受けたが、左目を

失明した。

●「おかしいなあ」、「困った！」ときは下記までご相談ください。

村上市消費生活センター　☎53－2111（内線287、290）FAX52－1884
荒川支所市民生活課　　　☎62－3103 朝日支所市民生活課　☎72－6885
神林支所市民生活課　　　☎66－6112 山北支所市民生活課　☎77－3112
消費者ホットライン（土・日）　☎0570－064－370　※PHS、IP電話などからは利用できません

独立行政法人国民生活センター

「見守り新鮮情報132号」より

●肥料用消石灰は、家庭菜園や農業などで作物に適した土壌を作るために用い

られる肥料です。ホームセンターなどでも販売されており、土作りに広く利

用されています。

●消石灰は強いアルカリ性の物質で、皮膚や目、呼吸器などに障害を引き起こ

す危険性があるとされています。特に、目に入ると失明することもあり、取

り扱いには十分な注意が必要です。

●肥料用消石灰を使用する際は、必ず保護眼鏡、保護手袋、保護マスクなどを

着用し、目や皮膚などを守ることが大切です。飛散しにくい粒状タイプも販

売されているので、利用を検討するのもよいでしょう。

●目に入ったり、皮膚に付いたりした場合は、きれいな水で十分洗い流し、吸

い込んだ場合は、うがいをしてください。気分が悪くなったり、飲み込んだ

りした場合は、医師の診断を受けましょう。
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春
の
訪
れ
を
告
げ
る
、第
26
回
笹
川
流
れ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、４
月
１
日
㈰
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
中
止
さ

れ
た
こ
の
大
会
。２
年
ぶ
り
と
な
っ
た
大
会

に
は
、
２
３
０
２
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

北
は
岩
手
県
か
ら
南
は
福
岡
県
ま
で
の
、本

県
を
含
む
24
都
府
県
か
ら
１
９
３
３
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
前
回
開
催
で
き
な
か
っ
た
分
も
、

元
気
に
気
持
ち
良
く
走
っ
て
も
ら
お
う
と
、

大
会
前
日
ま
で
に
コ
ー
ス
沿
線
集
落
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
道
路
清
掃

や
海
岸
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
当
日

は
、
地
元
小
・
中
学
生
に
よ
る
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
手
づ
く
り
の
の
ぼ
り

旗
や
横
断
幕
が
、ス
タ
ー
ト
や
ゴ
ー
ル
地
点

で
選
手
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　

受
け
付
け
や
給
水
な
ど
の
大
会
運
営
、

ゴ
ー
ル
後
の
ア
オ
サ
汁
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

　

こ
の
手
づ
く
り
感
の
あ
る
大
会
を
、毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
選
手
も
多
く
、今
回
か

ら
始
め
た『
前
日
受
付
』に
は
、地
元
民
宿
な

ど
へ
の
前
泊
者
を
含
む
１
４
３
人
が
受
け

付
け
を
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、参

加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
、協
力
し
て
く
れ
た

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、大
変
盛
り
上

が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大 

会 

結 

果

�

※�

申
込
時
に
市
内
に
住
所
が
あ
っ
た
入
賞

者
（
６
位
以
内
、
氏
名
上
の
数
字
は
順
位
）

を
部
門
ご
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。敬
称

略
３
㎞
男
子
中
学
生

　

１　

渡
邊　

快（
坂
町
）

　

４　

高
橋　

塁（
十
川
）

　

５　

奈
良
橋　

駿（
上
鍜
冶
屋
）

　

６　

森
山　

淳
也（
府
屋
）

３
㎞
女
子
中
学
生

　

１　

近
藤　

真
咲（
浜
新
保
）

10
㎞
男
子
29
歳
以
下

　

３　

平
山　

洋
亮（
高
御
堂
）

　

６　

佐
藤　

一
貴（
関
口
）

10
㎞
男
子
30
歳
以
上

　

６　

中
山　

淳
一（
大
須
戸
）

10
㎞
男
子
60
歳
以
上

　

４　

木
村　

晴
夫（
瀬
波
中
町
）

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
男
子
40
歳
代

　

４　

竹
内　

節
夫（
小
口
川
）

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
男
子
50
歳
代

　

３　

斉
藤　

正
幸（
藤
沢
）

　

６　

長
谷
川　

伸
次（
二
之
町
）

悪天候にも負けずに完走！
第26回　笹川流れマラソン大会

笑顔の給水ボランティアさん 旗を振って応援する地元集落の皆さん 元気をもらってがんばるぞ！
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●
問
合
せ　

消
防
本
部　

☎
53
‐
０
１
１
９

こ
ち
ら
１
１
９

○
池
田
荒
川
分
署
長
が
医
療
功
労
賞
を
受
賞

　

荒
川
分
署
の
池
田
良
治
分
署
長
が
、
第
40
回
医

療
功
労
賞
（
読
売
新
聞
社
主
催
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
で
献
身
的
に
活

動
し
て
き
た
医
療
関
係
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

救
急
救
命
士
で
あ
る
池
田
分
署
長
が
、
こ
れ
ま
で

救
急
法
の
普
及
に
努
め
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

○
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

　

こ
の
制
度
は
、総
務
省
消
防
庁
ま
た
は
市
が
、消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い
る
事

業
所（
協
力
事
業
所
）を
認
定
し
て
表
示
証
を
交
付
し
、消
防
団
と
協
力
事
業
所
の

連
携
の
強
化
と
地
域
に
お
け
る
防
災
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
現
在
、77
事
業
所
が
、協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
を
受
け
て
お
り
、そ

の
内
の
５
事
業
所（
新
潟
漁
業
協
同
組
合

山
北
支
所
、
㈱
カ
エ
ツ
ハ
ウ
ス
工
業
、
㈲

山
作
、
村
上
信
用
金
庫
、
旭
電
工
㈱
）
が
、

こ
の
度
、総
務
省
消
防
庁
の
消
防
団
協
力

事
業
所
と
し
て
認
定
さ
れ
、表
示
証
の
交

付
を
受
け
ま
し
た
。総
務
省
消
防
庁
か
ら

認
定
を
受
け
た
事
業
所
は
、全
部
で
21
事

業
所
と
な
り
ま
し
た
。

平成24年災害件数（毎月更新）

災害種別 ３月
３月末までの累計
本年 昨年

火　災 2件 6件 3件

救　急 196件 614件 651件

救　助 3件 12件 8件

その他の災害 15件 46件 65件
※�その他の災害は「警戒」「調査」「水防」「その他（土
砂災害・漏油事故）」「ポンプ車の救急出動」など

受賞した池田分署長

表示証
（市町村などが交付）

　40歳〜75歳未満の社会保険の被扶養者は、加入している医療保険者（保険証の発行者）が発行する「特定
健康診査受診券」の「契約とりまとめ機関名」に「集合B」と記載がある場合（下図参照）、市が行う特定健
診（集団健診）を受けることができます。希望する人は、担当までお問い合わせください。

※「特定健康診査受診券」について、発行手続きなどの詳細は医療保険者にお問い合わせください

■市の特定健診を受けるには

　保健医療課健康支援室または各支所地域福祉課に事

前に電話で申し込んでください。申し込み後、詳細な日

程などの案内を送付します。

　当日は、「個人記録票」（日程などと一緒に届きます）

と「特定健康診査受診券」、「健康保険証」を必ず持参し

てください。

■その他

　また、特定健診は、市が行う健診のほか、それぞれの

医療保険者が契約している医療機関で受診できる個別

健診もあります。

●問合せ　保健医療課健康支援室

　　　　　☎53－2111（内線265）
　　　　　または各支所地域福祉課

　　　　　荒川支所　☎62－3104
　　　　　神林支所　☎66－6113
　　　　　朝日支所　☎72－6887
　　　　　山北支所　☎77－3113

社会保険等被扶養者の特定健診について

　　　　　　特定健康診査受診券

　　　　　　　　　　　　　年　月　日交付

　受診券整理番号　　　　000000000

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　受診者の氏名　　　　○○　○○

　　　　　性別

　　　　　生年月日　昭和　年　　月　　日

　有効期限　　　　　　　　年　　月　　日

　健診内容　　　　　　　特定健康診査

　・・・・・・・・

　・・・・・・・・

　契約取りまとめ機関名　集合B　○○

ここをご覧ください
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今
月
号
で
は
、「
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

「
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」で
は
、子
ど
も

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
述

べ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
の
平
均
値
は
、

昭
和
60
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
長
期
の
低
下
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、昨
年
10
月
10
日
に
文
部
科

学
省
が
公
表
し
た
２
０
１
０
年
度
体
力
・
運
動

能
力
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
小
学
校
高
学

年
、
中
学
生
、
高
校
生
の
体
力
が
大
幅
に
向
上

し
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、全
体
的
に
上
昇
傾
向
に

あ
り
、特
に
小
学
生
は
県
平
均
を
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
少
期
か
ら
積
極
的
に
身
体
を
動
か
す
こ

と
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
喜
び
を
経
験
さ
せ

る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
活
動
を
す

る
際
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
各
種
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
体
力
の
向
上
や
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
喜
び
を
体
験
で
き
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

山
北
地
区
で
は
、幼
児
と
そ
の
親
の
体
力
の

向
上
、ふ
れ
あ
い
、友
達
づ
く
り
を
目
的
に「
親

子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
年
７
回
行
っ
て
い
ま

す
。ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
が
中
心
と
な
っ
て
幼
児

期
に
大
切
な
「
動
き
づ
く
り
」
を
中
心
と
し
た

楽
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
参
加
者
か
ら
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
影
響
で
参
加
者
が
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
参
加
し
た
子
ど
も
は
、
後
に
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
し
た
り
、
小
学
生
以
上

が
対
象
の「
こ
ど
も
広
場
体
験
活
動
あ
そ
び
の

森
」
に
参
加
し
た
り
し
て
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー

子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
を
目
的
と

し
た
事
業

子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
を
目
的
と

し
た
事
業

ツ
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

朝
日
地
区
で
は
、「
恵
ま
れ
た
大
自
然
の
中

で
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
」「
ほ
か
に
勝
る

素
晴
ら
し
い
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
地
域
に

誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た「
あ
さ
ひ
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
夏
は

川
、
秋
は
山
、
冬
は
雪
と
い
う
自
然
の
恵
み
の

中
で
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

競
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
と
は
違
う
、
体
を
動
か

す
楽
し
さ
と
爽
快
感
を
満
喫
す
る
と
と
も
に
、

自
然
の
中
で
し
か
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
調
整

力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、指
導
者
不
足
に
起
因

し
て
活
動
が
停
滞
化
し
て
い
る
学
校
運
動
部

（
ク
ラ
ブ
）活
動
を
抱
え
る
市
内
中
学
校
に
、体

育
協
会
の
会
員
な
ど
か
ら
専
門
知
識
や
技
能

を
有
す
る
指
導
者
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
支
援
体
制
や
身
分
保
障
、
指
導
力

向
上
を
図
る
施
策
な
ど
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

遊
び
を
中
心
と
し
た
交
流
・
体
験
教

室遊
び
を
中
心
と
し
た
交
流
・
体
験
教

室中
学
校
の
運
動
部
活
動
へ
の
指
導
者

派
遣
事
業

中
学
校
の
運
動
部
活
動
へ
の
指
導
者

派
遣
事
業

な
ら
な
い
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、体
育

協
会
や
各
種
団
体
、学
校
と
さ
ら
に
連
携
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
が
積
極
的
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
や
子

ど
も
た
ち
の
基
礎
体
力
向
上
と
健
全
な
心
の

育
成
を
目
指
し
、各
種
団
体
、地
域
、学
校
と
連

携
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
活
か
し
た

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、市
民
の
皆
さ
ん
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
月
号
は
、「
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

わ
が
ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
営
み

ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
い
い
ま
ち
村
上

「あさひウィークエンドスクール」
（朝日地区）の様子

第２回
●
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

　

☎
72
‐
６
８
８
６

「親子ふれあい教室」（山北地区）の様子
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　市内で行われた催しや、出来事を

紹介しています。

　天候がすぐれない中も開催された雑煮合戦・村上

の陣。会場には大勢の人が来場し、大変な賑わいを見

せていました。新潟市から訪れた男性は、「本当にお

いしい。３連覇するだけのことはある。」と満足した

様子で話していました。

３
連
覇
を
達
成
し
た
雑

煮
は
最
高
の
味

（
旧
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
）

３/25

　このたび、羽下ヶ渕区が、桜の植栽や愛護など、桜

の振興事業に顕著な功績があった団体・個人を表彰

する「さくら功労者」（㈶日本さくらの会）に選ばれ、

表彰されました。区長さんが市長のもとを訪れ、受賞

の報告をしました。

平
成
24
年
度
の「
さ
く
ら

功
労
者
」に
決
定

（
羽
下
ヶ
渕
区
）

３/28

　能面師　吉川花意さん（新潟市）と、そのお弟子さ

んなどで構成する面
めん

怡
い

会
かい

会員による能面作品展が開

催されました。翁
おきな

・尉
じょう

・小
こ

面
おもて

など45点もの作品が展示
され、期間中は延べ333人が訪れました。会場内は、古
民家と能面とがかもし出す独特の雰囲気に包まれて

いました。

能
面
作
品
展

（
大
須
戸
）

３/30〜４/５

　130人の参加で行われた「地域づくり楽習会inさん
ぽく」。学校でアンケートを行い、「住んでよかったと

思える地域」について意見発表をした五十嵐舞緒さ

ん（山北中２年）の「山北の自然の美しさと人の温か

さを守るのが地域づくりだ」という意見に会場中が

うなずきました。

地
域
づ
く
り
楽
習
会

　
　
　
　
in
さ
ん
ぽ
く

（
さ
ん
ぽ
く
会
館
）

３/24

　多くの釣果が期待できるサクラマスの解禁日と

あって、この日を待ちわびた100人近い釣り人が全国
各地から訪れました。そんな人の期待とは裏腹に、今

年は遡上が遅れ気味で多くの釣り人が苦戦。幸運の

女神がほほ笑み、マスを手にできたのはわずか４人

でした。

早
春
の
荒
川
に

	

サ
ク
ラ
舞
う

３/16
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　日本一の清流荒川をきれいで美しい川にしよう

と、クリーン作戦が実施されました（「清流」荒川を考

える流域ワークショップ主催）。少し肌寒い天気でし

たが、参加した地元の中学生は、「ゴミをたくさん

拾った。また来年参加します。」と元気に答えてくれ

ました。

参
加
し
て
良
か
っ
た

　
荒
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

（
荒
川
両
岸
）

４/14

　三面川の鮭稚魚放流式で村上小、村上南小、瀬波

小、猿沢小の４〜５年生の児童約190人が泉田知事や
市長と一緒に鮭の稚魚を放流しました。村上南小４

年生の松井音
おと

和
わ

さん、中野萌
も

々
も

香
か

さん、本間七
な

夕
な

さん

の３人は、「流すところが楽しかった。」と笑顔で話し

てくれました。

４
年
後
に

	

ま
た
会
お
う
ね

（
三
面
川
）

4/16

　手軽に登れることで人気の高坪山（標高570.5メー
トル）が山開きとなり、市内外から多くの登山愛好家

が訪れました。時折雪が舞う中、一歩一歩雪を踏みし

め山頂を目指します。道中、咲き始めたマンサクの花

を見つけ、参加者は、確実に近づく春の訪れを感じて

いました。

小
さ
い
春
見
つ
け
た
！

　
高
坪
山　
山
開
き

　
（
荒
川
地
区
）

４/８

　日本海を見下ろす中浜集落の棚田で栽培した大豆

で、味噌の仕込みを体験する「手前味噌の快」が山北

町産業振興公社の主催で行われました。

　昔ながらの手法による手づくりの味噌。一年後の

味を楽しみに、参加者は作業に汗を流していました。

一
年
後
の
手
づ
く
り
味

噌
の
味
を
楽
し
み
に

４/６

　桃川の「要害の峰（根古屋城）」は、堀
ほり

切
きり

や曲
くる

輪
わ

が残

る中世の城跡で、未だに詳細な調査がされていない

“幻の城”です。この日は、桃川真
ま

多
だ

羅
ら

会
かい

の佐藤耕太郎

さんの呼びかけにより探索会が行われ、32人の参加
者が約230ｍの要害の峰に登り、現地説明を受けまし
た。

故
郷
の
歴
史
を
求
め
て

　
桃
川
根ね

古ご

屋や

城じ
ょ
う

（
桃
川
集
落
）

4/８

　２年ぶりとなった大須戸集落の定期能。まだ残雪

がある八坂神社に県内外から大勢の人が訪れ、幽玄

の舞を堪能していました。長岡市から来た夫婦は、

「初めて能を見たが、驚いたのは集落でこの伝統芸能

を受け継いでいること。このまま続けていって欲し

い。」と語ってくれました。

大
須
戸
能

４/３
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妊婦さんのお口の中に関心を持ってね!!

～健康むらかみ21計画だより～

けん こう

●問合せ
　保健医療課健康支援室　☎53－2111（内線261〜266）

た
い
せ
つ
な「
口
腔
内
環
境
」

　

平
成
22
年
度
に
妊
婦
さ
ん
の

歯
肉
炎
と
低
出
生
体
重
児
（
未

熟
児
）
出
産
の
関
係
に
つ
い
て

の
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い
」「
高
め
る
と
は
思
わ
な

い
」が
全
体
の
60
・
４
％
を
占
め
、

お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
が
、
お
な
か

の
赤
ち
ゃ
ん
に
影
響
す
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

妊
娠
中
も
歯
科
検
診
を

　

妊
娠
中
は
特
に
、
日
ご
ろ
の

お
口
の
ケ
ア
と
歯
科
検
診
が
た

い
せ
つ
で
す
。
受
診
す
る
時
期

は
、
安
定
期
の
５
〜
７
か
月
ご

ろ
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
は
虫
歯
予
防
週
間
で
６
月

３
日
㈰
に
は
、
歯
科
医
師
会
に

よ
る
無
料
歯
科
相
談
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
妊
婦
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
家
族
み
ん
な
で
歯

科
医
師
と
相
談
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

妊
婦
さ
ん
の
「
お
口
の
ト
ラ

ブ
ル
」主
な
原
因

▼
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化

　

→�

だ
液
が
ネ
バ
つ
き
、
食
べ

か
す
が
残
り
や
す
い

▼
だ
液
が
酸
性
に
か
た
む
く

　

→�

口
の
中
に
細
菌
が
増
え
や

す
い
。

▼
食
事
の
回
数
が
増
え
る

▼�

赤
ち
ゃ
ん
が
大
き
く
な
る
こ

と
で
、
食
事
の
一
回
量
が
減

り
間
食
が
増
え
る

▼�

つ
わ
り
で
歯
み
が
き
が
し
づ

ら
い

　

→
口
の
中
が
汚
れ
や
す
い
。

▼
胃
酸
が
逆
流
す
る

　

→
口
の
中
が
酸
性
に
な
り
、

　
　

歯
が
溶
け
や
す
い
。

妊婦さんの歯肉炎は低出体重児
（未熟児）になる危険を
高めると思いますか？

■１　高めると思う
■２　どちらとも言えない
■３　高めると思わない
■４　無記入45%

6%

32%
17%

無 料 歯 科 相 談 の 開 催
岩船郡村上市歯科医師会　会長　村井幸博

　岩船郡村上市歯科医師会では、恒例となっている「無料歯科相談」を６月の虫歯予防週間にあわせて

行います。

　最近、テレビや雑誌、インターネットで糖尿病等の生活習慣病と歯周病の関係、食べ物をかみ砕くこ

とと老化防止、顎
がく

関節症というあごの病気、口腔がん等の粘膜疾患など、全身の健康がお口の健康と大

きな関わりを持っていることが取り上げられています。

　虫歯だけでなく、お口の中で心配なことがある人、しばらくの間歯医者さんにかかっていない人、ま

た、お口の健康に自身のあるという人には予防の意味から、一度専門の歯科医に相談されてみてはいか

がでしょう。

　当日は、虫歯や歯周病のほかにも、義歯や歯並び矯正の相談も受け付けます。お子さんをお持ちの人

は、お子さんのお口のことから食育にいたるまで、どのような相談でも受け付けます。昨年より１人で

も多くの皆さんの相談に乗れるよう担当者一同お待ちしております。

と　き　６月３日㈰　　午前10時〜午後３時
ところ　村上プラザ２階

●問合せ　岩船郡村上市歯科医師会（さくらい歯科クリニック）　☎60－1230
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高齢者の生活をサポートします
～地域包括支援センター～

包括支援センターだより

　「地域包括支援センター」は高齢者の皆さんが住みなれた地域で安心して暮らしていけるように支援を行

う総合相談機関です。

　市民の皆さんの身近にある「相談所」として気軽に活用してもらいたいことから、今回は地域包括支援セ

ンターの業務内容などについて紹介します。

■さまざまな相談にお応えします
　毎日の生活の中で抱えているさまざまな相談に対して、適切なサービスの紹介や、解決のための支援を行

います。高齢者の皆さんはもちろん、そのご家族や地域の人の相談も受け付けますので、お気軽にご相談く

ださい。

■高齢者の権利や財産を守ります
　高齢者に対する虐待の早期発見およびその対応に努めます。また、認知症などの障がいで判断能力が不十

分な高齢者の消費者被害を未然に防止し、財産や生活を守る「成年後見制度」の利用支援や情報の提供を行

います。

■介護予防に取り組んでいます。
　介護が必要な状態にならないためには元気なうちから予防することが重要です。市では運動・栄養・口腔

機能の向上、閉じこもり予防・認知症の予防などさまざまな介護予防事業を実施しています。

●問合せ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線365）
　　　　　または各支所地域福祉課福祉室

包括支援センター担当者の紹介

村上地区

☎53－2111
（内線364〜366）
担当者

（後列左より）

山上、石井、長澤、前田、石川

（前列左より）

志田、大滝、八幡、五十嵐 荒川地区　☎62－0095
担当者　鈴木、百武、田嶋

神林地区　☎66－6113
担当者　中村、田中、工藤

朝日地区　☎72－6887
担当者　渋谷、佐藤

山北地区　☎77－4053
担当者　秋葉、木村、片野
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆　結婚（井上荒
あ れ の

野）

◆　千年ジュリエット（初
は つ の

野晴
せい

）

◆　朱
あかみ

鳥
どり

の陵
みささぎ

（坂
ばんどう

東眞
ま さ こ

砂子）

◆　パトロネ（藤
ふ じ の か

野可織
おり

）

◆　星に願いを、月に祈りを（中村航
こう

）

◆　兄よ、蒼き海に眠れ（佐
さ

江
え

衆
しゅういち

一）

◆　言語小説集（井
いのうえ

上ひさし）

◆　タダイマトビラ（村田沙
さ や

耶香
か

）

◆　時計回りで迂回すること（堀
ほ り え

江敏
とし

幸
ゆき

）

◆　三匹のおっさん　ふたたび（有
ありかわ

川浩
ひろ

）

◆　ファイナル・オペラ（山田正
ま さ き

紀）

◆　ラジオ福島の300日（片
か た せ

瀬京
きょうこ

子とラジオ福島）

◆　僕はお父さんを訴えます（友
とも

井
い

羊
ひつじ

）

◆　帝の毒薬（永瀬隼
しゅん

介
すけ

）

◆　落涙戦争（森田季
き せ つ

節）

図書館職員のおすすめ本
はじめてのテーブルガーデニング

石倉ヒロユキ　真木文絵　著
　大きな庭がなくても小さなコンテナを置くスペー
スと植物さえあれば、室内でもできるのが「テーブル
ガーデニング」。不用品を利用しても、ちょっとした
工夫で雰囲気のある作品が出来上がります。

◆　「58歳から65歳」こそ使えるハローワーク徹底活用術！（日
ひゅうがさくじ

向咲嗣）

◆　日本一監督が教えるフットサル超速攻マニュアル120（須
す が

賀雄
たけひろ

大）

◆　守護神育成トレーニング（澤村公
きみやす

康）　

◆　よくわかる社会不安障害

－人前に出るのが苦手な自分を変える最新情報－（山田和夫）

◆　観光ガイド事業入門

－立ち上げ、経営から「まちづくり」まで－（藤崎達也）

○　大きな運転席図鑑ぷらす－運転手はきみだ！－（学研教育出版）

○　夢見の猫　風の犬宮（牧野礼
あや

）

○　ぱたぱたももんちゃん（とよたかずひこ）

○　まじょ子とサーカスの国の王子さま（藤
ふじ

真知子）

○　悪夢の目撃者（クリス・プリーストリー）

○　まわるおすし（長谷川義
よしふみ

史）

大
滝　

美
雪
さ
ん
︹
檜
原
︺

　
　
　

皇す

海か
い

く
ん
（
１
歳
）

　皇海が生まれて早１年。病気

もせず、元気にすくすくと育っ

てくれました。日々、成長して

いく姿に驚きと喜びを感じてい

ます。

　最近、行動範囲が広がって、

愛犬『クウ』を追いかけては、

いたずらばかりしています。

　いたずら好きで、甘えん坊、

少し泣き虫の皇海だけれど、将

来はどんな男の子に成長してく

れるのか、とても楽しみです。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

今回は、
朝日地区です

わが家

宝

の

◆…一般書　○…児童書

中央図書館でボランティア活動をしてみませんか？
　現在、中央図書館では、ボランティア（としょかんサポーター）の皆さんの協力により、書架整理や
読み聞かせなどを行っています。図書館でのボランティア活動に興味のある人は、下記の日程で講習会
を実施しますのでご参加ください。
◆とき・内容　　５月16日㈬　午後２時〜４時　書架整理
　　　　　　　　５月23日㈬　午後２時〜４時　本の修理
◆ところ　　　　中央図書館　談話室　　　◆定　員　各５名
●問合せ・申し込み　５月13日㈰までに中央図書館（☎53－7511）へ
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※３月11日から４月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口と世帯数（4月１日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä31,956人（△92）　Å34,657人（△126）　�計66,613人（△218）　    22,801世帯（＋3）

村上地区
伊 藤 　 亨	 65	 山居町二丁目
鈴 木 ス エ	 94	 八日市
小 田 昭 六	 81	 杉原
大 越 ト シ	 89	 岩船上浜町
渋　谷　直治郎	 102	 岩船中新町
晴　山　シャウ	 85	 新町
富 樫 ミ ネ	 89	 飯野三丁目
山 田 作 栄	 56	 門前
小 田 ツ ル	 97	 肴町
川 﨑 忠 夫	 75	 瀬波温泉二丁目
磯 部 　 　	 80	 間島
吉 村 順 一	 63	 塩町
鍋 倉 ノ ブ	 87	 袋
別 所 タ マ	 94	 田端町
西 村 昭 治	 85	 三之町
須 貝 キ ク	 96	 岩船下大町
石 栗 德 生	 66	 岩船上大町
堀 田 　 作	 87	 二之町
冨 樫 五 郎	 75	 下相川
　 野 直 美	 39	 岩船北浜町
小 池 昇 司	 92	 堀片
長谷部　勝　江	 78	 早川
佐 藤 セ イ	 79	 久保多町
渡 邉 シ ン	 84	 岩船上町
鈴 木 富 夫	 56	 久保多町
伊 藤 康 子	 77	 上山田

村上地区
ゆら	 東海林　寛　之	 天神岡
旺世（おうせい）	 竹　内　靖　雄	 緑町五丁目
苺伽（もか）	 太　田　直　樹	 大欠
奏佑（そうすけ）	 石　栗　健　二	 瀬波上町
理子（りこ）	 相　馬　大　輔	 岩船上町
颯汰（そうた）	 河　内　淳　志	 山居町二丁目
瑛太（えいた）	 中 山 清 律	 瀬波中町
茉夕（まゆ）	 横 田 武 史	 瀬波中町
琉葵（るき）	 渡 邉 晃 二	 瀬波上町
孝（たかし）	 伊 藤 隆 弘	 久保多町
彩葉（いろは）	 成 田 隆 人	 新町
徹尚（てっしょう）	 布 施 雄 介	 瀬波横町
陽菜（ひな）	 石 川 　 寛	 塩町
心海（ここみ）	 木 村 重 幸	 肴町

荒川地区
和響（あいと）	 板　垣　満　樹	 大津
心結（みゆ）	 小　池　和　明	 坂町
彩翔（あやと）	 大 矢 　 進	 下鍜冶屋

神林地区
習（しゅう）	 渡　辺　直　人	 岩船駅前
恩（おき）	 覚 張 　 篤	 有明
まりあ	 佐　藤　正　敏	 指合
新（あらた）	 蟹 井 　 拓	 山田
美海音（みうと）	 小 田 佳 孝	 飯岡

朝日地区
昊佑（こうすけ）	 富　樫　博　明	 檜原
晴人（はると）	 安　彦　慎　也	 釜杭
玲央人（れおと）	 齊　藤　直　也	 岩沢
麟太郎（りんたろう）	 髙 橋 　 純	 宮ノ下
南（みなみ）	 海 沼 　 智	 関口
龍樹（たつき）	 齋　藤　広　樹	 笹平
琉翔（りゅうと）	 貝 沼 和 也	 関口
理玖（りく）	 遠 山 勝 行	 岩沢

山北地区
龍音（りゅおん）	 富　樫　魁　斗	 寝屋
大洋（たいよう）	 加　藤　天　平	 大毎
唯那（ゆいな）	 本 間 和 正	 浜新保

朝日地区
鈴 木 　 亥	 91	 中原
飯 沼 マ サ	 88	 岩沢
鈴 木 綾 子	 90	 小川
貝　沼　アサヒ	 88	 大場沢
飯 沼 ク ニ	 88	 岩沢
貝 沼 盛 夫	 78	 大場沢
小 田 政 秋	 59	 小川
貝　沼　文司呂	 74	 茎太
渡　辺　フジヱ	 94	 板屋越
佐 藤 　 強	 80	 蒲萄
髙　橋　百合子	 81	 布部

山北地区
原 孝 夫	 79	 寝屋

大 沼 　 幸	 71	 桑川
東海林　辰　男	 60	 中継
　原　イワノ	 95	 板貝
加　藤　ミツエ	 94	 板屋沢
増　子　ヨシノ	 93	 岩崎
鶴 巻 貞 治	 62	 笹川
五十嵐　ツ　イ	 91	 中継
斎　藤　英次郎	 95	 寒川

荒川地区
齋 藤 　 隆	 81	 羽ヶ榎
近 藤 　 廣	 92	 金屋
石 井 ミ ツ	 93	 荒屋
近 藤 キ ン	 91	 大津
髙 橋 ハ ル	 88	 大津

神林地区
竹 内 蝶 子	 82	 新飯田
小 林 精 一	 94	 長松
竹　内　美佐子	 53	 新飯田
露 崎 茂 治	 89	 桃川
森 田 孝 一	 79	 九日市
村 山 ノ イ	 99	 北新保
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村上の
　市が策定している景観計画で、計画の要

素として取り上げられている市内の景観を

紹介します。

今月の表紙編集後記
uようやく暖かくなりました。桜の花も咲

き始め、日増しに春を感じられるようにな

るとやってくるのが待望のゴールデン

ウィークです。uこの大型連休には、家族

や友人たちと旅行などで市外に外出する

ことが多くなりますが、４月15日号お知

らせ版で紹介しましたように、このゴール

デンウィークの期間中は市内でもさまざ

まなイベントが開催されます。楽しいイベ

ントもありますので、ぜひ行ってみてはい

かがでしょうか。もしかしたら、市内の新

たな魅力を発見できるかもしれません。か○

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

②

●景観計画の問合せ

　都市整備課計画室　☎53－2111（内線512・513）

諸上寺公園の八重桜� （村上地区　岩船）

　八重桜は、ソメイ

ヨシノよりも遅れ

て咲きます。

　広大な日本海を

望みながら見る桜・

花は格別です。

クロッカス畑� （荒川地区　金屋付近）

　球根生産量は日

本一を誇ります。

　春には、黄・白・

紫の可
か

憐
れん

な花が、

畑一面を鮮やかに

彩ります。

笹川流れの岩ユリ� （山北地区　笹川付近）

　岩ユリのオレン

ジ色が、笹川流れ

の海のマリンブ

ルーと岩肌に映
は

え、美しい景色が

広がります。

　６月頃、見ごろ

を迎えます。

諸上寺公園の八重桜

笹川流れの岩ユリ

クロッカス畑

岩船三日市

海老江

荒川縁新田

笹川
キャンプ場● 笹川

羽越本線

市の木・花・鳥（平成23年１月20日制定）

　３月25日㈰、SLひな街道号が村上駅に到着したときの
ものです。当日は、悪天候にも関わらず、ホームにはSL
を近くで見ようとする家族連れなどで賑わいました。

　また、機関室に乗って記念撮影をしようと、大勢の人

が長蛇の列をつくるなど、その盛況ぶりは大変なもので

した。


